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要旨   

本論文はチャールズ・ダーウィン rピープル号航海紀】にみられる南アメリカ南端のティ  

エラ・デル・フエゴ島における先住民ハウシュと博物学者の遡近に関する文化人類学的分  

析である。まず人類学におけるフィールドワークの特掛こついて述べ、その基本的な考え  

方をおさえた。次にダーウィンの伝紀的事実と当時のフィールドワークの理念をなした博  

物学の伝統について解説した。そして、ダーウィンが生きた英国の当時の社会状況をフィー  

ルドワークの基盤をなす探検航海の性格づけと関連づけて紹介する。ピーグル号の探検に  

おけるハウシュとダーウィンの関係は、人類学のフィールドワtクにおける3つの要素、  

（1）長期滞在、位）現地語習得、（3）巷与板察、のうち二番目の要素が欠けたものであった。ダー  

ウィンのフィールドワークにおいて現地語習得が欠けている理由は、ダーウィン進化論に  

通底する実証主義的実践とは別の、人類学的発想や実践の系譜である布教や先住民弁護と  

いう伝統に根ざすものであることを指摘した。   

キーワード ダーウィン、rピーグル号航海言封、フィールドワーク、実証主義、ハウシュ  

（先住民浜名）、現地撒習得  
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「どんなに特殊なフィールドワークのアクチュアリティにおいても、  

そのアクチュアリテノと人類学的フィールドワークの表象との間に  

は、ある種の混乱した関係がある」［ca汀仙ers1996：229〕。   

「自由にふさわしい言語というものがある。それらは響きがよく、  

韻律的で、音の調子のよい言語であり、この言語の演説は、はるか  

遠くからでも見分けられる」［ルソー1970：154］。  

1．はじめに－フィールドワークの条件一  

1884年、エドワード・タイラー（EdwardBurnettTylor，1832－1917）は、オッ  

クスフォード人学において初めて人類学の授業をおこなった。その12年後英  

国初の人類学教授になるタイラーほ、後にイギリス「人類学の父」と呼ばれ  

るようになった。それに遡ること約半世紀、タイラーが生まれた1832年12月、  

F種の起源』の著者でのちに生物進化論の父と呼ぼれるようになるチャール  

ズ・ダーウィン（CharlesRobertDarwin、1809－82）は、南アメリカの最南端  

のティエラ・デル・フエゴ島（Tic汀adelFuego以下、フエゴ島）に到達し、  

そこに住む先住民と出会っている［Darwin1997：195；ダーウィン1960：48］。   

ダーウィンが接触したフエゴ島の先住民たちは、この時に初めて西洋文明  

人と遭遇したのではなかった。16世紀後半から断続的に接触があり彼らの生  

活に関するいくつかの記録が残されている。遭遇を適して強い印象を持った  

のはフエゴ島民よりも、むしろ当時22歳の青年ダーウィンその人にほかなら   
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